
◇得意：(問題形式〔短答・選択式〕)漢字の読み・書 ■苦手：目的や意図に応じ，内容を整理しながらを書くこ

きや必要な情報を読み取ること と

漢字の読みは，どれも９０％以上の正

部の漢字の読みを，ひらがなでていねいに書きましょう。 （国語Ａ） 答率である。

・友人を家に招 く。 ・自分の信念 をつらぬく。 ・全員がすぐに承知 した。

「浴」という漢字を「溶」や「治」と解答し

部のひらがなを，漢字でていねいに書きましょう。 （国語Ａ） たものがあった。

・シャワーをあ びる。 ・鳥のす を観察する。 ・びょういん に行く。

誤答について ［解答率］

条件①a，bの両方を満たしているが，条件②は

満たしていないもの ２．１
条件①aまたはbのいずれか一方を満たしているもの ５０ ． １
上記以外の解答 ７．４
無回答 ３．２
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《正答の条件》
次の条件を満たしている。

① 以下の内容を合わせて書いている。

a 「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげ
たら喜んでくれた」

b 目を細めながら明るい声
* 「目を細めている」，「明るい声」のいずれか

一方のみを取り上げているものも含む。
② 一文で書いている。
③ 書き出しの言葉に続けて，４０字以上，７０字

以内で書いている。



◇得意：四則計算をすること ■苦手：示された情報を基に，根拠となる事柄を説明

式を図と関連付けて理解すること すること

次の計算をしましょう。 （算数Ａ）

（１） ２８＋７２ （２） ６．７９－０．８

（１）は無回答率「０」

（４）

次（→右）の図のように，長方形の面積を２等分するために，その長
方形に１本の直線を引き，２つの合同な図形に分けました。
上（→右）の図を見て，あかねさんは，次のことに気付きました。

あかねさんが気付いたことをもとに
すると，長方形の対角線が交わる点
を見つけ，この点を通る直線を引け
ば，長方形の面積をいつも２等分で
きることがわかります。

（１） 図１のような２つの長方形を組み合わせた図形の面積を２等分
します。まず，図２のように，２つの長方形について対角線が交
わる点をそれぞれ見つけます。

次に，図３のように，２つの点を通る直線を引きます。２つの
長方形を組み合わせた図形は，図４のように，オとカに分けるこ
とができます。このようにすると，オとカの面積は等しくなりま
す。なぜ，オとカの面積が等しくなるのですか。そのわけを，言
葉や数，アからカまでの記号を使って書きましょう。（算数Ｂ）

《正答の条件》
次の①，②，③の全てまたは①，②を書いている。

① アとイ，ウとエの面積がそれぞれ等しいことを示す

数や言葉

② オがアとウ，カがイとエをそれぞれ合わせた図形で

あることを示す数や言葉

③ 同じ面積の図形を合わせていることから，オとカの

面積が等しいことを示す数や言葉

誤答について ［解答率］

①，③または①を書いているもの ３０．６
②，③または②を書いているもの ６．９
③を書いているもの ８．３
オとカが合同であることを書いているもの １．１
上記以外の解答 １９．０
無解答 ２３ ． １
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◇得意：器具の名称とともに，扱い方をあわせ ■苦手：グラフを基に考察し，その内容を記述する

て理解すること こと

右の器具の名前を 左の器具を使い，

書きましょう。 水を正しくはかりと

っているのはどれで

すか。

としおさんは，２０℃の水１００ｍＬを５０℃
にあたためてから，砂糖を入れてかき混ぜました。
すると，とけ残りが出たので，ろ過してから砂

糖水を冷蔵庫で保管しました。
次の日，冷蔵庫からとり出すと，底に砂糖がた

まっていました。そこで，としおさんは，水の温度
と砂糖が水にとける量との関係を調べました。

前（←左）のグラフから考えると，砂糖水を５
℃の冷蔵庫からとり出したとき，とけきれなくな
ってたまっていた砂糖は，約何ｇだと考えられま
すか。下の１から４までの中から１つ選んで，そ
の番号を書きましょう。また，その番号を選んだ
わけを書きましょう。

１ 約 １９ｇ ２ 約 ７５ｇ（正答）
３ 約１８５ｇ ４ 約２６０ｇ

≪正答の条件≫

番号を２と解答し，次の①，②の全てを記述している。

①「（５℃まで冷やすと）１８５gまでしかとけない」など，

グラフに示された砂糖の溶ける量のうち，５℃で溶ける量の

うち，５℃で１８５ｇまでしか溶けないことを示す趣旨で解

答しているもの。

②「とけきれなくなって出てくるのは，５０℃と５℃のとき

のとける量の差」など，５０℃で溶ける砂糖の量２６０ｇと

５℃で溶ける砂糖の量１８５ｇとの差や，５０℃のときと５

℃のときの溶ける量の変化を示す趣旨で解答しているもの。

誤答について ［解答率］

２と解答し，条件を満たさないもの １４．０
１と解答しているもの ８．６
３と解答しているもの ３３．７
４と解答しているもの １６．２
上記以外の解答 ０．２
無解答 ３．８

  


